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瀞
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條
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熱
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推
薦
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博
士
は
我
國
現
時
の
乙
張
界
に
乾
て
謹
嚴
な
る
人
格
と
深
奥
な
る
恩
索
と
を
も
っ
て
能
く
一
世
を
指
導
し
入
心

々
訓
化
す
る
學
識
者
と
し
て
、
普
く
知
ら
れ
て
み
る
。
昨
秋
博
士
が
「
習
熟
政
策
の
矛
盾
」
を
獲
表
し
て
我
國

の
野
馳
會
軍
勢
に
封
ず
る
熾
烈
な
熱
情
を
吐
欝
せ
ら
る
」
や
、
多
く
の
知
識
人
が
衷
心
か
ら
感
激
し
、
眞
に
國

寂
の
前
途
を
思
ふ
の
念
に
燃
え
九
こ
と
は
我
々
の
記
憶
に
新
丸
な
礎
で
あ
る
。
選
士
は
そ
の
序
丈
に
於
て
、
「
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國
の
熱
構
は
科
學
的
精
製
を
作
ふ
こ
と
を
要
す
る
」
と
云
ひ
、
「
愛
國
心
の
腰
揚
に
次
い
で
、
科
學
的
精
錬
の

喚
起
の
急
務
な
る
こ
と
、
今
日
の
如
き
は
少
な
い
で
あ
ち
う
し
と
論
か
れ
て
る
る
。
本
書
に
牧
録
さ
れ
た
敏
、
篇

の
論
丈
は
、
博
士
が
最
近
二
年
間
に
執
筆
さ
れ
江
も
の
で
、
何
れ
も
科
學
と
土
樽
と
の
根
本
に
燭
れ
、
し
か
も

時
勢
に
最
も
橿
要
な
原
埋
的
認
識
で
あ
る
。
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士
と
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に
、
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此
非
常
の
時
に
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し
て
、
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家
の
合
理
的
な
る
進

展
に
、
微
小
な
り
と
も
貢
嘉
し
た
い
し
と
希
ふ
入
々
は
、
先
づ
本
書
に
依
て
博
士
の
…
胃
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
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